
 1 

厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業） 

分担研究報告書 

 

○在宅看取りの阻害要因に関する研究○ 

 

分担研究者 川島 孝一郎  仙台往診クリニック（院長） 

研究協力者 遠藤 美紀   仙台往診クリニック（研究部次長） 

研究協力者 佐々木 みずほ 仙台往診クリニック（研究部研究員） 

 

  

研究要旨 

目的：在宅看取りの阻害要因について、６年間の経時変化を踏まえて明らかにする。 

方法：平成１９年の調査研究とほぼ同じ内容で、宮城県内の病院の医師、総看護師長、地

域連携室を対象に、東日本大震災を経た６年の間の変化について比較調査を実施した。 

結果：退院支援計画等は２倍に増加、地域医療連携室の機能についての評価も倍増した。

しかし、在宅医療について十分な知識がある医師、看護師は未だ少なく、医師による退院

後の説明も、「十分している」割合が１割ほど増えたものの、３分の１にとどまっている。

在宅緩和ケアと緩和ケア病棟いずれを第一選択として説明するかについても、「同等に説

明する」がほぼ６割でほとんど変化はなかった。平成１９年調査では、「疾病傷病による

通院困難者」に対して、約５割が転院、約２割がそのまま自院で通院し何かあれば入院と

いう結果であり、７割の方の在宅復帰が叶わないという状況であった。平成２５年調査で

は、他病院転院の割合が減ったものの、退院施設以外の医師が主治医となって在宅療養を

行う割合は依然として２割にとどまる。 

考察：対象施設・地域を異にした調査であり、今回の調査は被災地が対象であるので、単

純に結果を比較することはできないが、病院の退院支援体制は大震災があったにもかかわ

らず、整備の方向に向かいつつあることがうかがわれる。 

結論：病院の医師、看護師が、在宅医療の良さを十分認識し、患者の退院後の生活につい

て詳細に説明することが在宅看取りを推進する要因である。 

 

Ａ．研究目的 

 高齢者の増加、価値観の多様化に伴い、病気を持ちつつも可能な限り住み慣れた場所で、自分らし

く過ごす「生活の質」を重視する医療が求められている。 

入院医療の最大の目標は、いかに円滑に患者を在宅生活に復帰させるかという点にあると考える。 

平成 19 年に、「重症高齢者等を支える在宅療養支援診療所等の量的・質的整備計画事業」にて、在

宅看取りを阻害する要因について、病院調査を行っている。結果は、在宅医療の適応となる「疾病・

傷病による通院困難者」に対して、病院医が 48.8％を転院+21.1％を自院に通院（何かあれば結局入院）

させている＝69.9％という結果であり、このような状況がある限り、70％の国民は「最期まで自宅で

生活し、自宅での終焉が叶う」ことはない。病院医の在宅医療に関する意識の低さが明らかとなり、

病院医に対する啓発活動等の対策が急務であるという結果であった。 

６年が経過し、病院での死亡率は低下し在宅死亡率は高くなっている（図 1～3、表 1～2）。本分担

研究において、平成１９年の調査研究とほぼ同じ内容で宮城県内の病院の医師、総看護師長、地域連
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携室を対象に、震災を経たこの６年の間の変化について比較調査を実施し、在宅看取りの阻害要因を

明らかにすることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県、仙台市とも病院での死亡率は年々低下し、在宅死亡率は高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度の在宅死亡率（自宅+老人ホーム死亡率）は宮城県 18.4％で第１７位、自宅死亡率でみると、

14.8％で全国第 7位と上位の方であった。 

 

 

 

図２ 

図１ 
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21 大都市別にみると、仙台市の在宅死亡率は 23.2％と全国第２

位、自宅死亡率で見ると 18.2％で全国第１位となる。     

 

 

 

Ｂ．研究方法 

 宮城県ホームページ医療整備課「宮城県病院名簿」の掲載病院を対象に、医師、総看護師長、地域

連携室それぞれに調査票を郵送し回収されたものを集計、分析し、平成 19年度の結果と比較検討した。

調査内容は平成 19年度の調査ほぼ同内容とし、比較検討できるようにした。 

（倫理面への配慮） 

個人情報保護法を遵守し、得られた結果は統計的に処理して、個人が特定されるデータとして公表

しない。調査内容は、厳重に管理しみだりに用いない。研究成果を開示する際も、施設が特定される

ような情報は公表しない。今回の結果を本研究事業以外の目的に用いない。 

表１ 

表２ 図３ 


